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ごみ量データ 

①ごみとして処理する量の推移 ②発生・排出抑制 

【1人 1日当たりごみ量を 782g/人・日以下に削減】 

  

③資源化率   

【資源化率を 54%まで高める】 

④組成調査から推定した生ごみ量の推移 

  

⑤容器包装プラスチックの資源化量の推移 

【汚れたものを除き 6,700 トンの資源化を図る】 

⑥温室効果ガスの削減 

【清掃事業から排出される温室効果ガス排出量を 17,000

トンに削減】 
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⑦事業系ごみ量の推移  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧家庭系ごみ量の組成（燃やせるごみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧家庭系ごみ量の組成（燃やせないごみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨事業系ごみの組成   

 

 

 

 

 

受入ごみ

（一廃）, 

55%

不適正

物, 45%

資源化できない

紙類, 19%

生ごみ

, 23%産業廃棄物

（資源物）, 

23%

産業廃棄物

（資源物以外）, 

22%

禁忌

品, 4%

紙くず , 15% 骨、貝殻、えびやカニ

の殻等, 1%

手付かず生ごみ, 1%

一般生ごみ, 21%

木くず , 1%

繊維くず, 4%

畳（プラスチック入りを

除く）、布団, 0%

紙おむつ, 5%

剪定枝（資源化できない剪

定枝）, 1%

その他雑芥物, 4%

古紙, 20%

機密文書シュレッダー

紙, 2%

ビン, 0%

缶, 0%

その他金属類, 1%

ペットボトル, 1%

発泡スチロール, 0%
その他プラス

チック類, 21%

ガラス・陶磁器類, 0%

廃油, 0%

有害物・危険物, 0%
その他, 1%

事業系ごみの組成
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⑩発生抑制等で減量できた量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪新たな施設整備で減量できた量 

 

6,700ｔ

438ｔ

19,000ｔ

2018年度

（減量実績）

2020年度

（減量目標）

容器包装プラスチック資源化 生ごみバイオガス化

基準年度から
減量した量

25,700t

438t

目標との差
6,262ｔ

目標との差
19,000ｔ

新たな施設整備で減量できた量

1,895ｔ 3,000ｔ

4,189ｔ
5,000ｔ

0

3,000ｔ

1,831ｔ

200ｔ

2,958ｔ
2,500ｔ

2018年度

（減量実績）

2020年度

（減量目標）

生ごみ 紙類 事業系ごみ 収集後資源化 その他

基準年度から
減量した量

13,700t

発生抑制等で減量できた量

7,211t


